
金下貸店舗石綿除去工事監視業務委託仕様書 

 

第１章 総則 

１．１ 適用 

１．本業務委託仕様書は、金下貸店舗石綿除去工事監視業務の委託に適用する。 

２．当該業務の遂行に当たっては、石綿除去工事内容を的確に把握するとともに、本仕様書の

内容を誠実に履行しなければならない。また、本仕様書に記載されていない事項については、

建築工事監理業務委託共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部）（以下、「共通仕様書」

とする）によるものとし、その他関係法令及び本市条例・規則・規定等に準拠して行わなけ

ればならない。 

 

１．２ 用語の定義 

１．「受注者」とは、本市と金下貸店舗石綿除去工事監視業務委託契約を締結した者をいう。 

２.「請負者」とは、本市と金下貸店舗解体工事請負契約を締結した者をいう。 

３．「監督職員」とは、守口市契約規則第 25 条に規定する監督職員をいう。監督職員は受注者

並びに委託監督員に対する指示、承諾又は協議の職務等を行うとともに、完成検査、一部完

成検査、出来高検査その他必要があるときに立ち会うものとする。 

４．「委託監督員」とは、石綿除去工事監視業務委託契約の履行に関し、業務の管理および総轄

等を行うとともに、対象工事の適正な履行を確保するために必要な監督を行う者である。委

託監督員は本仕様書によるほか、守口市工事監督規定の該当項目を準用して業務を遂行しな

ければならない。 

委託監督員は、石綿除去工事の現場着工前及び現場完了後も書類等の整備を現場外でも行

う事も可能である。 

５．「報告」とは、委託監督員が監督職員に対し、工事監視業務遂行上必要な事項について、書

面をもって知らせることをいう。 

 

第２章 工事監視業務の概要等 

２．１ 概要 

当該業務は、金下貸店舗解体工事における石綿（以下、アスベスト）除去工事のみの監視

業務を行うものとする。 

 

２．２ 工事監視対象施設等 

１．所 在 地 

守口市金下町 1丁目 36番１号 

 

２．履行期間 

始 契約締結日 から  

至 金下貸店舗解体工事完了日（令和 6年 12 月 27 日予定） 

※ ただし、アスベスト除去工事が全て完了し、委託監督員が監視する必要のなくなっ



た時点をもって業務完了とすることができるものとし、その完了日については監督職

員と協議のうえ決定するものとする。 

 

３．対象施設 

１）解体工事対象施設 

● 名   称  金下貸店舗 

・ 構造・規模  鉄骨造３階建て(一部鉄筋コンクリート造) 

・ 延 床 面 積  約 292 ㎡ 

・ 竣 工 年  昭和 46年 

その他、平屋倉庫(約９㎡)、屋外便所(約２㎡)、外構、付属工作物等 

・ アスベスト除去工事概要 

  外部仕上塗材（下地調整材）の除去 対象面積約 19.8 ㎡ 

  石綿含有成形板等の除去      対象面積約 229.4 ㎡ 

  その他、現場にて新たに確認された石綿含有建材の除去 

 

２．３ アスベスト除去作業における確認及び環境監視業務内容 

１．アスベスト除去作業における確認及び環境監視業務 

  アスベスト除去作業期間中は、以下の確認及び監視業務を行うこと。 

１）アスベスト除去作業前の養生の現場確認 

請負者が設置した養生について、適正に設置されていることを現場確認し、記録するこ

と。 

２）アスベスト除去作業中の環境監視 

アスベスト除去作業が行われる間、請負者において石綿濃度測定の実施が必要となった

際には、その測定作業について適宜現場確認し、記録すること。 

３）除去完了の確認 

請負者が行うアスベスト除去作業の施工区分毎に適宜立会い、適正な除去が行われてい

ることを確認し、記録すること。 

４）デジタル粉塵計での大気環境測定 

アスベスト除去作業が行われる間、委託監督員が用意したデジタル粉塵計にて大気環境

測定を適宜実施し、記録すること。 

５）上記１）から４）における現場確認日については、事前に監督職員と協議のうえ、その

指示に従うこと。また、確認記録したものを監督職員へ報告すること。 

 

第３章 業務の実施 

３．１ 業務委託条件 

１．監視の方法 

１）アスベスト除去工事についての重点監視とし、進捗の報告を適宜行うものとする。 

２）除去工事に係る期間（事前調査報告書、施工計画書等必要書類の作成期間を含む）は約

1.5 か月を想定しており、その期間中は週 2 回程度の確認・監視業務を実施すること。 



 

２．委託監督員 

１）委託監督員については次のとおりとする。 

① 委託監督員（アスベスト除去確認及び環境監視担当）    １名 

２）業務責任者を、委託監督員とする。 

 

３．資格要件 

工事監視業務を行う委託監督員については、次の要件を満たす者とする。 

１）委託監督員（アスベスト除去確認及び環境監視担当） 

次のいずれかの資格要件を満たすものとする。 

① 特定建築物石綿含有建材調査者 

② 一般建築物石綿含有建材調査者 

③ 日本アスベスト調査診断協会に登録された者 

 

３．２ 委託監督員の責務 

委託監督員は監督職員との連携を密にし、工事請負契約書、共通仕様書、本業務委託仕様

書、設計図書及び関係法令等に基づいて、請負者にアスベスト除去工事を円滑かつ適正に履

行させるため、本仕様書で別に定めるもののほか、次の業務を始め必要な監視及びこれに伴

う事務を誠実に行うものとする。 

１． 請負者が実施したアスベスト含有建材事前調査報告書について確認し、必要に応じて請負

者に対し報告書の内容の是正指導や追加調査実施の助言等を行う。 

２．工事の施工計画、工程などを検討し、工事が契約書及び設計図書のとおり行われるよう請 

負者に対し技術指導を行う。また、必要に応じて結果を確認のうえ、監督職員に報告する。 

３． 工事内容に変更が生じた場合は、協議の上、必要に応じ変更内容について技術的検討を実

施し、市に報告をすること。 

４．監督職員及び請負者との打合せ・指示協議録を作成し、監督職員の指示があれば速やかに

提出すること。また、業務報告書は毎月市が指定した日に提出すること。 

５．アスベスト除去工事の検査については、委託監督員が事前に検査を行い、完了部分の確認

をした上で、監督職員に報告すること。 

６．本仕様書並びに本契約関係図書に明記されていない事項については、監督職員の指示によ

るものとする。 

 

３．３ 監督職員の権限 

監督職員は、本仕様書で別に定めるもののほか、次に掲げる権限を有する。 

１．本市の意図する業務を完了させるための受注者又は委託監督員に対する業務に関する指 

示 

２．本契約の履行に関する受注者又は委託監督員との協議。 

３．業務の進捗状況の確認、本仕様書の記載内容と履行内容の照合その他本契約の履行状況の

調査。 



 

３．４ 提出書類等 

受注者は、契約時に次の書類を提出すること。 

１）業務計画書 

２）委託監督員の資格者証の写し 

 

３．５ 業務報告書 

１．業務報告書については次のとおりとする。 

１）アスベスト除去工事監視業務報告書 

アスベスト除去工事監視業務実施状況を本市指定様式にて提出すること。 

２）打合せ・指示協議録（２部） 

監督職員及び請負者等との打合せ結果について、本市指定様式にて提出すること。 

３）日報 

日々の業務内容を、本市指定様式にて提出すること。 

 

３．６ 監視報告書等 

１．監視報告書については次のとおりとする。 

 １）工事監視報告書 

   必要事項を記載し、本市指定様式にて提出すること。 

 ２）検査記録 

設計図書に定めのある検査及びその他監督職員の指示による検査を行った場合、検査項

目一覧表、検査結果の記入・作成及び検査状況の写真等を添付し提出すること。 

 

３．７ 関係資料 

１．本市貸与 

１）設計図書（図面、内訳書及びその他関連資料） 

２）守口市工事監督規定 

３）工事提出書類一覧表 

※ 業務終了後速やかに本市に返却すること。 

 

２．次に掲げる資料は状況に応じて参照すること。（最新版） 

「公共建築工事標準仕様書」 

「建築工事監理指針」 

「公共建築改修工事標準仕様書」 

「建築改修工事監理指針」 

「建築工事標準詳細図」 

 

３．８ その他 

１．各提出書類等については、委託業務終了後速やかに提出すること。 



２．委託監督員の現場監視、立会い、その他の業務に要する交通費等の経費については全て受

注者負担とする。 

３．委託監督員は、業務の実施過程で知り得た秘密を第三者に漏らしてはならない。 


